
静岡大学（城北）附属図書館等新営その他工事

　　石川建設株式会社

附属図書館分館・学生支援棟（通称：S-Port）

光創起イノベーション研究拠点棟



1. 工事概要

工 事 名 静岡大学（城北）附属図書館等新営その他工事

工 事 場 所 静岡県浜松市中区城北３丁目5-1（浜松キャンパス構内）

発 注 者 国立大学法人　静岡大学

敷 地 面 積 131,600㎡

附属図書館分館・学生支援棟 光創起イノベーション研究拠点棟

工 期

建 築 面 積 1,823.23㎡ 852㎡

延 床 面 積 4,692㎡ 3,648㎡

構 造 RC造3階建 RC造5階建

設 計 梓設計 株式会社 大建設計 株式会社

工 事 監 理 国立大学法人 静岡大学 大建設計 株式会社

2. 建設の背景と施設概要

平成25年10月1日～平成26年8月31日 平成25年10月1日～平成27年1月31日

附属図書館

光創起イノベーション研究拠点

■附属図書館分館・学生支援棟（愛称S-Port）

本事業は、建設後40年経過した建物の老朽改善、機能回復及び狭隘解消を目的とした改善整備である。

高機能で安心・安全な学生・教職員支援及び学習支援環境の整備であり、浜松キャンパスの工学部・情報工学部・電子工学研究所などの

支援施設として利用し、教育研究及び優秀な人材育成をサポートする図書館機能の向上を図るとともに、学生サービスにおけるワンストップ

体制の充実を構築することを目的とする。

本建物は、１階に広々としたエントランス及び学生支援のためのワンストップサービス窓口、2階に地域連携を図る地域産業史エリアを

はじめとしたラーニングスペース等図書館機能が配置され、3階に大会議室兼大講義室を配している。

構造的には、キャンパスの防災拠点となるよう十分な耐震性能を有し、災害時においても太陽光発電による電源供給が可能である。

外部デザイン・機能としては、ガラスを多く採用しており、「Ｌow-e複層ガラス」「庇およびアルミ製大型ルーバー」等を採用し省エネにも

配慮している。

■光創起イノベーション研究拠点棟

本施設は、静岡大学・浜松医大・光産業創成大学院大学・浜松ホトニクスが共同で企画したもので、産学官が一つ屋根の下で研究し、

知識・人材が行き来し、交流・融合が行われる拠点として”時空を超えて光を操り、豊かな持続的社会を実現する”をコンセプトに

未来に向けた光科学と光産業の無限の可能性を発展させる拠点整備を目的に建設されたものである。

本建物は、１・2階には、主にクリーンルームが配置され、3～4階まではさまざまな研究室が配置され民間企業も研究に参画できるように

なっている。5階には、研究員の事務室が配置されているが、光研究棟として試行的に、天然光を利用する光ダクトや天候感知型の自動開閉通気窓等

が採用されている。屋上には太陽光パネルを配置し、省エネに配慮している。

外部は、「縦型アルミ製ルーバー」を配置して、研究施設特有の配管・ダクトを隠すと共に、デザインにも配慮している。



３．仮設計画

左折進入

左折退場

正門

クリアパネル

歩行者動線

車輌動線

工事車輌動線

Ｃ

片側一方通行部分には緑地帯に敷き

マットを敷き歩行者の動線を明確にし、

安全通路を確保しました。

仮囲い設置に伴い構内通路減少の為、

信号機を使用し、片側交互通行として

車輌の誘導を行いました。また、環境

にも配慮し、ソーラー信号機としました。

アーケードを設置し、悪天候でも歩行者

の安全通路を確保、現場から離れる誘導

をしました。

横断歩道の設置により、歩行者の誘導

・安全通路を確保することができました。

両現場の入口付近にパースを

設置し工事案内をました。

仮囲い設置により、死角となる部分は

カーブミラーを設置しました。

国道257号線通称姫街道沿いの静岡大学浜松キャンパス正面玄関の両サイドに、附属図書館と光研究拠点の工事を施工するにあたり、浜松キャンパス関係者の約4,550人（生徒数4,200人、教職員350人）

+外部からの関係者の安全確保を最優先に施工計画をたてました。 姫街道は、交通渋滞が頻繁に発生する通りの為大型車輌の左折進入・左折搬出を事前に周知し、渋滞解消に努めました。

また、大学の行事予定を確認し、センター試験・前期、後期日程試験・大学祭・TOEIC・防災訓練等年間学校行事に支障の無い様、音の出る作業を工程表に記入して定例打合せにて確認をしていただき、

必要であれば作業を中断して対応しました。最近、社会問題にもなっている”ながらスマホ”対策としては誘導員が声掛け対応し、現場の入口付近には建物完成パースを表示し工事案内をしました。

学校関係者の動線も仮設のアーケードや色変えの通路を設置したり、横断歩道を設置して現場から遠ざける動線を計画しました。

解体前には、残す建物の耐震性能不足が判明し、既存建物の緊急耐震補強も同時施工となったため、そのための学生・教職員との動線・安全面にも配慮しました。



4. 施工提案・留意事項

a 土工事（防潮堤への残土搬出）

　掘削残土は津波対策を急ぐ防潮堤へ搬出する事にしましたが、土木事務所、施工会社（2社）、監理者と打ち合わせた結果、土質試験を行い良質土のみ

搬出する事になりました。運搬場所も2箇所あり、運搬経路、搬入量、搬入時間等制約が多く、天候、施工会社（2社）との連絡調整、大型ダンプの不足、

学校行事との調整に大変苦労しました。

防潮堤N社施工

防潮堤K社施工

b 基礎工事（Ａ級継手の採用）

　両現場共に、柱・梁の鉄筋量が非常に多く、かぶり・鉄筋の空きの確保に着目し施工検討しました。

基礎が深く柱筋の長さが約5.0ｍの長物を組み立てる為、精度を確保する為には鉄筋足場が必要となります。

足場がある中での作業は、鉄筋・型枠の長尺物の取扱いに危険が伴い、施工性も悪い為にA級継手を提案しました。

通常基礎仕口内での圧接は不可ですが、A級継手では基礎仕口内での圧接が可能となり施工精度が向上しました。

何より鉄筋工・型枠工が不足していましたが、施工性も良く安全に作業ができ、労務手間及び工期の削減が出来ました。

また、柱・梁の施工品質確保の為に、捨コンに梁筋位置をマーキングして柱筋の位置･かぶり精度を確保しました。

金額の変更は無く良い提案でした。

技量試験

梁筋マーキング状況

ベース組立完了

梁筋納まり確保

土質試験

残土搬出 残土運搬場

A級継手の採用結果

柱筋が5M以上になる

配筋量が多い

かぶり不足になる

施工性が悪い･重い･危険

鉄筋足場が必要 etc

了承

施工精度確保

梁筋納まり図
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C 図書館　木工事（静岡県産材使用、リサイクル品の提案）

1) 　図書館のロビーには、木材で全面を不燃仕上げの壁があり、

静岡大学のネームバリューもあり県産材使用する提案をしました。

不燃材の認定注入業者は全国でも数社しかなく、コスト・納期等

を含め検討し採用決定に至りました。施工完了後は、雨が多く

品質を保つ事が大変でしたが、仕上げ前に化粧直しを施した事に

より木のぬくもりを感じる仕上がりとなりました。

2) 　図書館3階に置敷きタイプのウッドデッキが計画されていました。置敷きタイプですと、下地の勾配成りの仕上げとなります。水下にはドレンが有り低く、ドレンとドレンの中間部は

高くなり、使用勝手の悪いバルコニーになってしまうと思いネダ組タイプのリサイクル商品（エコパルマ）を提案し、了承頂き採用となりました。環境にも配慮して、フラットな

使い易い良い空間になったと思います。また、屋上緑化との取合いもきれいに納まり、外部階段も同材料で施工し防水との取合いもシンプルに施工出来ました。

ｄ 図書館　（アルミ大型ルーバーの採用）

図書館の外部には、環境も配慮し、東面と北面に

特殊大型ルーバーをランダムに配置し施工しています。

大型アルミ製で角度を付けた納まりの為、

見る角度に依っては、一面が木目に見えます。

木目調の熱転写紛体塗装を施しています。

熱転写の紛体塗装業者が全国で3社しか

無く業者選定に苦慮しました。色あせも

少なく、軽量で長寿命な設計仕様に合致した

良い仕上がりとなっております。

ロビー完成写真

バルコニー完成写真
元設計案

大型ルーバー完成写真

屋上緑化



ｅ 光研究拠点　（築山撤去、樹木移植の提案）

　光研究拠点は、3方向が使用出来ず材料置き場も無い環境でした。松10本が伐採予定でしたので再度調査を行い、姫街道沿いの地域性を考慮し移植を提案しました。同時に外構図

も作成し、築山を撤去する提案をしました。完成時には、駐車場が6台から10台に増えました。駐車スペース決定には内部に入る特殊装置との離隔等に制約があり計画案作成にも苦慮しました。

緑地面積は変更となりましたが、掘削時に出た石をオブジェ風に配置したり、ベンチとして配置し学生の憩いの場所となりました。何より、築山を撤去した事で仮設スペースを確保でき、

搬出入・揚重・コンクリート打設等有効活用出来ました。

ｆ 光研究拠点　（クリーンルーム工事）

　光研究拠点は、光工学の研究施設です。1階と2階の一部が繋がったクリーンルームで、クラス10,000と100の部屋があり、そのシステム全体が建築工事範囲でした。担当者・使用者と

打合わせを重ね要求性能の確保に努力しました。施工はクラス100から行い、性能テスト以降についてはクリーンスーツでの作業でした。また、風除室の壁は加飾ケイカルの予定でしたが、

石目調にしたいとの意向でしたので、ケイカル板+不燃シート貼りを提案しました。割付図を作成し施工しました。金額の変更も無く良いVE提案でした。

ｇ 光研究拠点　（光ダクト及びアルミルーバー）

　光研究拠点は、5階が事務室となっていますが、光ダクトを設置して外部の光を

取込み、部屋の照度を上げています。環境にも配慮し、曇りの日でも明るい

建物の名称通り光を活用した設計となっています。

また、外部には南北面にアルミルーバーを配置して柱の両側を配管スペース

として、コンクリート打放し面とマッチしたシャープな造りとなっています。

ルーバーの向きも左右対称の納まりとなっている為、中が見えにくくなっています。

施工管理としては、長さが22ｍ以上あるのでコンクリート打設時の建起し管理や

ルーバーのラインと打放しのラインを通す管理に苦労しました。

築山撤去前

松移植前
図書館前完成

光研究拠点前完成

現場施工中築山伐採状況

イエロールーム クリーンルーム 10,000 クリーンルーム 100 風除室

光ダクト 外部ルーバー設置状況



着工

竣工 取締役社長

3 6 9 12 15 18 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60 63 66 69 72 75 78 81 84 87 90 93 96 99 102 105 108 111 114 117 120 123 126 129 132 135 138 141 144 147 150 153 156 159 162 165 168 171 174 177 180 183 186 189 192 195 198 201 204 207 210 213 216 219 222 225 228 231 234 237 240 243 246 249 252 255 258 261 264 267 270 273 276 279 282 285 288 291 294 297 300 303 306 309 312 315 318 321 324 327 330 333 336 339 342 345 348 351 354 357 360

日 1 4 8 11 16 19 23 26 30 2 6 11 14 18 21 25 28 2 5 9 12 16 19 24 27 7 10 15 20 23 27 30 3 6 10 14 18 21 26 1 5 8 13 17 20 24 27 31 3 7 10 14 17 21 24 28 7 10 14 17 21 24 28 31 4 7 11 14 18 21 25 28 2 5 9 12 16 19 24 28 31 4 7 11 18 21 25 28 1 4 8 11 16 19 24 27 1 4 8 11 16 20 23 27 30 2 6 11 14 18 21 27 1 4 8 11 15 18 22 26

工　　種 休日 6 13･14 20 27 3 9･10 17 24 1 8 15 22･23 28～1/5 12･13 18･19 26 9 11 16 23･25 2 9 12 16 23 30 6 13 20 27 29 3～6 11 18 25 1 8 15 22 29 6 13 20･21 27 3 10 14～17 24 31 7 14･15 21 23 28 7 12･13 19 26 2･3 8･9 16 22～24 30 7 14 21 23

100 重機音・金属音 重機解体音 重機音の発生 揚重機・ﾎﾟﾝﾌﾟ車音・型枠建込音 重機作業音

柱用足場組 　地足場組 足場解体 外部足場組 嵩上げ 嵩上げ 嵩上げ 嵩上げ 嵩上げ 足場解体 足場解体

90 西 仮囲い撤去

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ設置

打放し補修・タイル貼り 外壁塗装 外構工作物・現状復旧

80 屋内階段搬入設置 屋外階段･ﾎｲｽﾄｸﾚｰﾝ下地

屋上鉄骨建方 立上り型枠 庇・ﾙｰﾊﾞｰ取付 屋上ｼｰﾄ防水

鉄筋組 ハト小屋

5F躯体 脱型 押出成形セメント板 サッシ取付 ｳﾚﾀﾝ吹付・区画壁・AP、SD、LSD取付・天井 試運転・各種試験調整

70 仕上げ工事 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

4F躯体 脱型 押出成形セメント板 サッシ取付 ｳﾚﾀﾝ吹付・区画壁・SD、LSD取付・天井

3F躯体 脱型 押出成形セメント板 サッシ取付 ｳﾚﾀﾝ吹付・区画壁・SD、LSD取付・天井

60
共同溝新設

2F躯体 脱型 押出成形セメント板 サッシ取付 ｳﾚﾀﾝ吹付・区画壁・SD、LSD取付・天井

準備工 やり方・地縄 一次掘削 二次掘削 基礎 埋め戻し 基礎工事 H鋼抜き 1Fスラブ 1F躯体 脱型 押出成形セメント板 サッシ取付 ｳﾚﾀﾝ吹付・区画壁・SD、LSD取付天井

50 土質試験 平板載荷 ﾍﾞｰｽ 捨コン 梁配筋 型枠建込み 埋め戻し ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ階段設置・TB取付

北側外構工作物 舗装 南側外構工作物 検査期間

40 ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ 植栽

柱足場 　地足場 解体 外部足場組 嵩上げ 　嵩上げ 北側盛替 屋上足場解体 外部足場解体

庇部足場盛替

打ち放し補修 　外壁塗装 鉄骨庇

30 鉄骨階段

ｻｯｼ改修工事 防水・内装改修工事 屋上・ハト小屋 勾配ﾓﾙﾀﾙ補修 屋上ｼｰﾄ防水 屋上緑化

玄関庇 ﾙｰﾊﾞｰ取付 ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ

3F躯体 　　脱型 サッシ取付 移動間仕切り・防火区画・天井・壁・床 検査期間

20 脱型 鉄骨階段 SS･SD･LSD取付 仕上げ工事 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

仮間仕切り 耐震補強工事 仕上げ工事 共同溝新設

2F躯体 　　脱型 　　脱型 サッシ取付 　移動間仕切り・防火区画・天井・壁・床

ALC建込み SS･SD･LSD取付

準備工 　　内部解体・伐採 外部解体 共同溝解体・復旧やり方・地縄 解体残土搬出 根切り 基礎 埋め戻し 埋め戻し 1Fスラブ 1F躯体 　　脱型 　　脱型 　　脱型 サッシ取付 移動間仕切り・防火区画・天井・壁・床

10 　仮囲い 移植・伐採、抜根 　土留め 平板載荷 ﾗｯﾌﾟﾙ ﾍﾞｰｽ 基礎工事 ALC建込み SS･SD･LSD取付

0
図書 光 図書 図書 図書 図書 光 光 光

国立大学法人 静岡大学
　　　　　　　　学長　伊東幸宏 様稼働日数

２月 ３月 4月

騒音・振動作業

石 川 大 造

工事番号 10096

作業所安全衛生管理方針 【墜落・転落災害の撲滅】・【第三者（構内関係者）との事故防止】 本社期間スローガン 【リスクアセスメントに取り組み、重大災害を撲滅しよう！】
工　事　概　要

建 築 主

静 岡 大 学 （ 城 北 ） 附 属 図 書 館 等 新 営 そ の 他 工 事 工 程 表

部 長 委 員 会 課 長 監 理 技 術 者 担 当

工期

平 成 25 年 10 月 1 日 石 川 建 設 株 式 会 社

平 成 26 年 12 月 26 日

図 書 館 設 計 ㈱梓設計

光研究拠点設計 ㈱大建設計

建 築 地 浜松市中区城北3-5-1

11月 12月 監 理 静岡大学財務施設部施設課

監 理 ㈱大建設計

5月 6月 7月 8月 9月 10月月 10月 11月 12月 平成26年１月

建 築 面 積 1941.58㎡

延 床 面 積 4,662㎡ 3,648 ㎡

図書館分館 光 研 究 拠 点

構 造 ＲＣ造

着 工 平成25年10月1日

階 数 3階 5階

敷 地 面 積 13,1600㎡

建物の最高高さ 12.8ｍ 24.75 ｍ

検査期間

安全施工サイクル

行 事 実 施 時 間 対 象 者

危険予知活動 朝 礼 終 了 後 各 職 種 別

安全衛生点検 １ 0 時 よ り 安全衛生点検者

毎

日

朝 礼 朝 ８ 時 よ り 全 員

TBM 朝 礼 終 了 後 各 職 種 別

連絡調整会議 １ 3 時 よ り 各 職 種 別

光研究拠点
解体･伐採 土留め

整理整頓 作 業 終 了 時 各 職

点 検 月曜日10時より 安全衛生点検者

仮囲い

週

間

一斉清掃 基本的になし 全 員

工程打合せ 各 職 責 任 者

3

安全衛生協議会 毎月最終木曜日 安全衛生責任者

防火の日 毎 月 １ ０ 日
月

間

特別安全衛生点検 現場作業状況に依る 安全衛生点検者

労働災害防止の日 毎 月 １ ９ 日

関係諸官庁提出書類チェックリスト

1
特定元方事業者
の事業開始報告

書
要・不要 10月25日提出

図書館分館

2
共同企業体
代表者届

要・不要 　月　日提出

型枠支保工支柱
高3.5ｍ以下

要・不要 　月　日提出

4

仮設通路（高
さ、長さ、
10ｍ以上か
つ期間60日

以上）

要・不要 　月　日提出
　

建

物

完

成

検

査

期

間

主

要

工

程

契

約

工

期

開

始

日

安

全

祈

願

祭

解

体

改

修

工

事

完

了

保護具の完全着用 熱中症対策の実施 保護具の完全着用

5

　

基

礎

工

事

完

了

　

基

礎

工

事

完

了

　

内

装

工

事

着

手

　

E

V

搬

入
足場（吊足場、
張出し足場は、
設置期間60日
以上、それ以外
の足場にあって
は、高さ10ｍ
以上かつ設置期
間60日以上）

要・不要 5月1日提出

月間重点目標 第三者との接触事故防止対策の実施 新規入場者教育の徹底 有資格者作業の確認 第三者との接触防止 安全通路の確保

　

完

成

検

査

期

間

　

外

構

完

成

検

査

期

間

　

内

装

工

事

着

手

　

E

V

搬

入

揚重作業による事故

揚重作業による事故 ｸﾚｰﾝの転倒・玉掛け不良による事故 開口部・高所からの転落事故防止 感電事故 高所からの墜落転落事故 開口部・高所からの転落事故防止

要・不要 　月　日提出

作業手順ミスによる上下作業事故 工事車輌と第三者の接触事故

重機との接触注意 第三者との接触防止対策の徹底 保護具の完全着用 重機との接触注意

6

掘削の高さ、
深さが、10
ｍ以上の地山
の掘削作業感電事故 高所からの墜落転落事故

火災災害 電動工具に依る裂傷

始業前点検の実施 墜落・転落事故防止 保護具の完全着用

感電事故 安全帯未使用による墜落 重機との接触事故

感電事故

高所からの転落・墜落事故 重機・ﾀﾞﾝﾌﾟによるはさまれ接触事故 電動工具による裂傷 開口部からの墜落転落事故 作業手順不良による事故 強風による飛来・飛散による事故 開口部・高所からの転落事故防止 安全帯未使用による墜落 高所からの墜落転落事故

ｸﾚｰﾝの転倒・玉掛け不良による事故 飛散物に依る裂傷事故 電動工具に依る裂傷 火災災害 電動工具に依る裂傷 感電事故電動工具に依る裂傷事故 第三者との接触事故 開口部からの転落・墜落事故 工事車輌と第三者の接触事故 強風に依る飛来・飛散事故

重機・ﾀﾞﾝﾌﾟによるはさまれ接触事故 重機・車輌の横転 重機・ﾀﾞﾝﾌﾟによるはさまれ接触事故 玉掛け不良による事故 玉掛け作業による事故 開口部高所からの転落・墜落事故

熱中症 安全帯未使用による墜落 重機との接触事故

　月　日提出
電動工具に依る裂傷 第三者との接触事故 電動工具に依る裂傷 電動工具に依る裂傷 電動工具に依る裂傷 出入り口付近での接触事故 第三者との接触事故 第三者との接触事故 移動式ｸﾚｰﾝに依る事故

第三者との接触事故 脚立からの転倒・転落 第三者との接触事故

7 クレーン類の
設置届

要・不要

作業手順ミスによる上下作業事故 電動工具災害 つまずきによる転倒災害 第三者との接触事故 熱中症 第三者との接触事故

現地KYの実施・リスクの抽出 5Sに徹底・安全通路の確保 充分な休息・塩分水分補給

第三者との接触事故 電動工具に依る裂傷 移動式ｸﾚｰﾝに依る事故 第三者との接触事故 電動工具に依る裂傷

上記事項の安全対策及び
予防・緩和の手順

保護具の完全着用 誘導員の適正配置 飛来・飛散防止対策の実施 安全通路の確保

予想される労働災害及び
事故・緊急事態

第三者との接触事故 開口部からの転落・墜落事故 強風に依る飛来・飛散事故 強風に依る飛来・飛散事故 高所からの転落事故

現地KYの実施・リスクの抽出

作業終了時の片付け清掃 解釈ロープの使用・地切りの確認 電動工具のカバー確認

適正保護具の完全着用 道路占用許可
申請書

要・不要 　月　日提出誘導員の適正配置 重機旋回時左右の確認・充分な休息 毎日の安全巡視の励行 交通法規の厳守・作業ｴﾘｱの区画 保護具の完全着用・開口部の養生実施 飛散防止養生の実施・開口養生の実施 現地KYの実施・始業前点検の実施

アースの確実な使用と接地 作業員・誘導員の適正配置 作業手順の確認と周知 アースの確実な使用と接地 作業員・誘導員の適正配置

8
現地KYの実施・リスクの抽出 作業区画の明示

保護具の完全着用 保護具の完全着用

誘導員・作業員の適正配置 解釈ロープの使用・地切りの確認 玉掛け合図の徹底

ＲＫＹの実施

現地KYの実施・リスクの抽出 現地KYの実施・リスクの抽出 現地KYの実施・リスクの抽出 作業区画の明示

毎日の現場巡視の実施 誘導員の適正配置 保護具の完全着用 毎日の現場巡視の実施 誘導員の適正配置 保護具の完全着用

一旦停止の励行

作業手順の周知・始業前点検の完全実施 着手前点検の実施 誘導員・作業員の適正配置 作業に適した保護具の着用 交通法規の厳守・作業ｴﾘｱの区画 作業に適した保護具の着用 誘導員・作業員の適正配置 誘導員の適正配置 一旦停止の励行

安全通路の確保・保護具の完全使用 玉掛け合図の徹底 誘導員の適正配置 保護具の完全着用 保護具の完全着用 一旦停止の励行出入口での一旦停止の励行 作業手順の周知・始業前点検の完全実施

9 道路使用許可 要・不要 　月　日提出

有資格・指名者
玉掛け・移動式クレーン 車輌系建設機械・締め固め・圧送指揮者 車輌系建設機械・締め固め・圧送指揮者 車輌系建設機械・締め固め・圧送指揮者 車輌系建設機械・締め固め・圧送指揮者 車輌系建設機械・締め固め・アーク 高所作業車・足場・型枠支保工・研削砥石 玉掛け・移動式クレーン・車輌系建設機械 車輌系建設機械・締め固め・アーク高所作業車・圧送指揮者・車輌系建設機械・研削砥石 高所作業車・足場・型枠支保工・アーク 高所作業車・足場・型枠支保工・アーク 高所作業車・足場・型枠支保工・アーク 高所作業車・足場・型枠支保工・研削砥石 玉掛け・移動式クレーン・車輌系建設機械

車輌系建設機械・足場作業主任 玉掛け・移動式クレーン・足場作業主任・研削砥石 玉掛け・移動式クレーン・足場作業主任 玉掛け・移動式クレーン・足場作業主任 玉掛け・移動式クレーン・足場作業主任 玉掛け・移動式クレーン・足場・型枠支保工 玉掛け・移動式クレーン・圧送指揮者・研削砥石 玉掛け・移動式クレーン・圧送指揮者・研削砥石 移動式ｸﾚｰﾝ・玉掛け・研削砥石

10 特定建設作業届出 要・不要 10月25日提出

主な機械設備・車輌

バックホー・ダンプ バックホー・ダンプ・締め固め重機 バックホー・ダンプ・生コン車

玉掛け・移動式クレーン・圧送指揮者・研削砥石 玉掛け・移動式クレーン・圧送指揮者・アーク アーク・締め固め・研削砥石 移動式ｸﾚｰﾝ・玉掛け・研削砥石 玉掛け・移動式クレーン・圧送指揮者・アーク アーク・締め固め・研削砥石

移動式クレーン・ポンプ 移動式クレーン・ポンプ バックホー・ダンプ・生コン車

移動式クレーン・バックホー・ダンプ バックホー・移動式クレーン・生コン車 バックホー・移動式クレーン・生コン車
締め固め重機・移動式クレーン 移動式クレーン・ポンプ・生コン車 移動式クレーン・ポンプ 高所作業車・生コン車 高所作業車・生コン車 移動式クレーン・ポンプ

バックホー・移動式クレーン・生コン車 バックホー・移動式クレーン・生コン車 バックホー・移動式クレーン・生コン車 バックホー・移動式クレーン・生コン車 バックホー・移動式クレーン・生コン車 バックホー・移動式クレーン・生コン車

本社月間目標 11 『建設ﾘｻｲｸﾙ法』届出
熱中症の予防（梅雨明けの7月末まで継続） 全国安全週間の積極的展開 電気災害の防止 異常時等の措置と防災訓練実施

要・不要 10月22日提出
快適な作業環境の形成促進的取り組み 火気災害の防止 墜落・転落・飛来落下災害の防止 全員参加の安全活動の推進 作業手順におけるﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄの確立と周知 車輌系建設機械及びｸﾚｰﾝ関連災害防止 平成26年度　安全衛生管理計画の周知 安全衛生教育「1」の充実＆入場時管理の強化 快適職場の形成促進 火気災害の防止 墜落&転落、飛来落下災害の防止

健康障害の防止 不安全行動による災害防止 年末年始保安体制の確立 第3者（歩行者・車輌）災害防止 規則正しい生活習慣の推進 不安全行動による災害防止 交通災害の防止 安全衛生教育「2」の推進 年末年始の保安体制の確立管理能力向上へのｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ-1（ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄの取組み） 車両系建設機械災害の防止 倒壊・崩壊災害の防止 管理能力向上ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ-2（ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄの実践） 交通災害の防止 健康保持促進

仮設工事

仮設工事

既設解体・改修工事

1.0%

3.7% 4.7%

5.3% 6.3%

17.5%

24.0%

29.2%

クリーンルーム工事

ク
リ
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ン
ル
ー
ム
の
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
1
月
末
迄
実
施

36.5%

56.3%

75.5%

88.2%

95.2% 100%

97.7%

光研究拠点

基礎･ｽﾗﾌﾞ配筋 120.6ｔ÷（0.8ｔ×10人）＝15日

1階鉄筋 97.6ｔ÷（0.5ｔ×10人）＝20日

2階鉄筋 81.59ｔ÷（0.5ｔ×11人）＝15日

3階鉄筋 74.4ｔ÷（0.5ｔ×11人）＝13日

4階鉄筋 75.1ｔ÷（0.5ｔ×12人）＝13日

5階鉄筋 61.21ｔ÷（0.5ｔ×12人）＝11日

PH鉄筋 4.16ｔ÷（0.5ｔ×4人）＝2日

基礎･ｽﾗﾌﾞ型枠 2297.46㎡÷（12㎡×12人）＝15日

1階型枠 2276.57㎡÷（12㎡×11人）＝18日

2階型枠 2010.9㎡÷（12㎡×10人）＝18日

3階型枠 1968.2㎡÷（12㎡×10人）＝17日

4階型枠 1950.43㎡÷（12㎡×10人）＝17日

5階型枠 1871㎡÷（12㎡×10人）＝17日

PH型枠 231.7㎡÷（12㎡×4人）＝6日

図書館分館

基礎･ｽﾗﾌﾞ配筋 148.51ｔ÷（0.8ｔ×13人）＝15日

1階鉄筋 173.07ｔ÷（0.5ｔ×17人）＝20日

2階鉄筋 131.22ｔ÷（0.5ｔ×17人）＝15日

3階鉄筋 121.28ｔ÷（0.5ｔ×17人）＝15日

PH鉄筋 8.55ｔ÷（0.5ｔ×4人）＝5日

基礎･ｽﾗﾌﾞ型枠 4563.62㎡÷（12㎡×18人）＝21日

1階型枠 4214.60㎡÷（12㎡×15人）＝24日

2階型枠 4002.58㎡÷（12㎡×16人）＝21日

3階型枠 3319.18㎡÷（12㎡×18人）＝15日

PH型枠 786.03㎡÷（12㎡×10人）＝6日

コン　14㎥

耐震壁工事(4枚)

型枠　138.8㎡

鉄筋　0.9t

附属図書館：解体完了が12月末、耐震改修工事が1月末、2月から本体工事着手の7か月間の工期

光研究拠点：2月の着手だが、基礎が深い為に1階躯体着手を4月中旬開始の9月初旬のコンクリート打設完了



6. その他

産学官連携

静岡大学が提唱している産学官連携の一環で安全衛生協議会にて、静岡大学の歴史･研究内容の説明を依頼し、高柳（健次郎）記念館を見学しました。

参加者は大変興味を持ち説明に耳を傾ていました。

7. おわりに
　歴史ある静岡大学浜松キャンパス内で用途の違う建物を同時に施工して、学生・教職員・第三者災害が無く施工を終え関係者の皆様に感謝いたします。

施主･監理者の方々と共に協力して施工ができ、また、工事成績評定点が93点と文部科学省管轄の全国の国立大学法人の工事の内、今年度最高点での高評価を頂いた事は、

施工者としては大変光栄です。今後の関係機関の皆様の益々の発展をご祈念いたします。


